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令和７年8月26日開催
[議題] 避難所における感染症対策について
県が実施した避難所感染症対策に関する市町村調査結
果の報告及び県の取組案について共有がなされ、課題につ
いて意見交換を行った
併せて行政、専門職能団体、部会それぞれが行う取組※
について部会から県へ”政策提言”を提出し、以下の方向性
となった
※市町村への調査結果フィードバック、感染症対策を盛り込んだ防災
訓練、専門職によるアドバイザー派遣 等

次年度以降、”政策提言”を含めた当該内容について
議論を深めていく必要がある 【継続審議】

（委員意見）
• 市町村の部署によっても避難所感染症対策の課題認識
に差異が見られており、啓発が重要

• 避難所運営者や管理者が感染症の知識を持つことも大
切であり、平時からの研修や訓練が重要

• 医療専門職、JMATやDICTが、認識され助言を受け入
れられるだけの土壌ができているか。平時から住民と関わり
を持つことが必要

• 避難所開設直後は、医療支援者も被災地に入っていな
いため、避難所の責任者、或いは市町村職員が、受付の
段階で感染症の視点でトリアージすることが大事。避難所
の感染症対策は、開設する運営責任者の采配によるとこ
ろが大きく、現場の采配を担う方々に教育・啓発を行うこ
とが重要 令和7年度第1回奈良県感染症対策連携協議会外来・在宅医療部会資料(一部改変)


